
日本共産党愛知県委員会は11月25日、もとむら

伸子参院愛知選挙区予定候補を先頭に愛知の切

実な声を国政に届けようと、台風被害農家の救

済、雇用対策・離職者支援、南知多送水管漏水

改修支援、聴覚障がいをもった子への補装具支

援、設楽ダム、徳山ダム導水路などムダな公共

事業の中止をもとめる政府交渉を行いました。
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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

台風18号による農家の被害は甚大です。被害を受けた農家が再び

農業を続けられるように、役にたつ共済制度と、無利子融資の申込期

限の延長や融資の返却の３年以上の猶予を強く申し入れました。

台風被害による温室の鉄骨などの

撤去費用に100万円の上限が設け

られている問題について、「100

万円を超える事例もある」ことを

確認。改善できることが明らかに。

南知多の送水管漏水の改修は「改修費用への国

の補助については、水道法による支援ができないか

検討しており、前向きに

対応する」と答弁し、何

らかの財政支援をするこ

とが明らかになりました。

再び「派遣村」のような事態をつくりだしてはい

けないと、失業保険の延長と、住宅の確保を要請す

るなかで、離職者の公営住宅入居の延長を阻んで

いる「原則1年以内」という厚労省通達は、「自治体

が実情を掌握して弾力的に運用してもらえばいい」

と答弁。自治体の裁量で公営住宅入居を延長でき

ることが明らかになりました。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙2900円/日曜版800円）


